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研究成果の概要（和文）：従来の日本語教育では、日本語母語話者の日本語を規範とし、コミュニケーション
は、日本人と学習者間でのインターアクションを指す。しかし、今や日本語は日本語母語話者だけの言葉ではな
くなってきている。本研究では、日本語非母語話者間でコミュニケーションツールとして用いられる日本語を
「共通語としての日本語」と捉え、その実態を探ることを目指した。本研究の結果は、「国際連携・高大連携に
よるICTを用いた外国語教育と学習者コーパス研究　国際ワークショップ」（2017/7/16於東京外国語大学）、及
び「第12回国際日本語教教育・日本研究シンポジウム」（2018/12/4　於香港理工大學）において発表を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：It is generally believed that Japanese taught to non-native speakers of 
Japanese should be that of native speakers. As Japan becomes more diverse, Japanese is now a 
language spoken by non-native speakers. This research defines Japanese used as a communication means
 among non-native speakers as a Lingua Franca (JFL).The main purpose of this paper is to survey the 
potential of Japanese as a Lingua Franca aiming at Japanese language teaching and learning beyond 
this boundary. Data was taken from remote discussions held among non-native speakers by connecting 
overseas universities through Skype.Research results were presented at the International Workshop 
held at the Tokyo University of Foreign Studies in 2017, and at the International Symposium held at 
the Hong Kong Polytechnic University in 2019. This data will be edited as a TUFS JLF corpus for 
further research.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の言語規範主義によらない日本語教育の考え方は、従来の枠組みを超えた考え方であり、そのために新た
な視点で日本語（含文化、価値観等）をとらえようとするところに独創性があると考える。本研究のテーマは、
今後予想される日本の多文化共生社会、ひいては、日本語の国際化に寄与するものであり、日本語教育に新たな
領域をもたらすものであると思われる。また、本研究で得られた遠隔討論会のデータ（非母語話者間、非母語話
者-母語話者間、母語話者間）は、今後の研究に寄与できるよう、JFLコーパスとしてまとめる予定である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

従来、日本語教育では、日本語は日本語母語話者が話す言葉で、文化（価値観を含む）を

抱合したものを指し、それを正統な日本語とし指導してきた。そこでは、日本人母語話者

と外国人学習者の二項対立で考えられている。しかし、社会のグローバル化に伴い、国内

外の日本語学習者は多様化し、日本語は非母語話者間の共通の言葉としても使われるよう

になってきている。 
２．研究の目的 

多様な背景を持つ人々の間でコミュニケーションツールとして用いられる日本語を「共通

語としての日本語」（JLF：Japanese as a Lingua Franca）と捉え、次の二つのことを目

指した。① JLF の実態・特徴を明らかにし、その可能性を探る。② JLF のための「日

本を超えた日本語教育」について考える。 

３．研究の方法 

本研究に係る先行研究は少ないが、まず JLF に係る文献収集、研究者との意見交換を行い、

考え方の根拠となる理論づけの模索を行った。その結果、本研究では、言語規範主義によ

らない「言語的多様性を支持する日本語、日本語教育」（久保田 2015）の考え方に立脚し

研究を進めることとした。 

本科研以前から実践している、海外の大学で学ぶ日本語学習間での遠隔授業を継続し、そ

こからデータを得た。具体的には、東京外国語大学、メルボルン大学、淡江大学、福州大

学間で共通の条件のもと、遠隔による日本語討論会を行い、非母語話者間、母語話者－非

母語話者間の日本語使用のデータを採取した（母語話者間でも同じ条件で遠隔討論会を行

い分析の参考とした）。同時に学習者の日本語使用の意識調査を行った。以上のデータを

基に JFL の日本語の実態を探った。 
 
４．研究成果 

本研究では、JFL を目指す日本語教育の目的を相互理解に置き、その円滑なコミュニケー

ションが成り立つために次のような結論を得た。①JFL でもベーシックな日本語力の育成

は重要であるが、従来の日本語教育の指導項目及び重点の置き方には再考の余地がある、

②ストラテジーの育成に力点を置く必要がある、③言葉と文化は一体であるが、JFL を目

指した日本語教育では、「言語に結びついている文化的負荷をなるべく軽くする」（鳥飼 

2011）ことが必要である。JFL のための日本語教育の構築は今後の課題となる。 

なお、本研究で収集したデータを「JLF コーパス」として言語情報処理が可能なように構 

築するために、科研終了後も作業を進めている。 
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